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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第25期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成22年
３月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

営業収益（千円） 2,289,6002,409,0221,273,1611,272,6985,744,657

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△2,386 46,779 39,867 45,377 243,447

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△2,568 25,886 24,143 26,958 138,807

純資産額（千円） － － 2,297,2502,421,6492,396,765

総資産額（千円） － － 3,352,9593,299,2323,682,129

１株当たり純資産額（円） － － 62,256.1165,627.3564,952.99

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

△69.60 701.54 654.29 730.57 3,761.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 68.5 73.4 65.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△130,918△349,030 － － 247,253

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
69,012 56,521 － － 64,702

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△33,089 △33,194 － － △66,178

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,968,6401,991,1962,310,559

従業員数（人） － － 102 94 101

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

 　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 94     

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

　　２．当社グループは、旅行業以外の事業は営んでおらず、セグメントに係る記載は省略しております。　

　

(2）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 53     

　（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【販売の状況】

　当社グループは、旅行業を主たる事業としているため、生産及び受注の実績の記載は、該当がありません。従って、仕

入実績及び販売実績等についての区分記載を行っております。

（１）仕入実績

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

航空運賃 447,169 104.3

地上費 460,273 99.1

その他 67,534 98.9

合計 974,977 101.4

　（注）　金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）販売実績

ａ　商品別売上高は、次のとおりであります。

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

旅行業 1,267,316 100.0

その他売上 5,382 101.2

合計 1,272,698 100.0

　（注）１　金額には、消費税等は含まれておりません。

２　その他売上は保険料手数料の収入であります。

ｂ　添乗員付主催旅行の渡航先別旅行者数による販売実績は次のとおりであります。

区分 人数（人） 前年同期比（％）

ヨーロッパＡ（南欧） 255 153.6

ヨーロッパＢ（西欧） － －

ヨーロッパＣ（東欧・ロシア） 7 100.0

イスラム諸国 785 97.0

アフリカ 129 201.6

中南米 466 139.9

北米 － －

インド 256 88.6

アジア 531 107.3

中国 44 31.2

シルクロード 9 56.3

オセアニア 49 58.3

その他 69 88.5

合計 2,600 104.4
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な変更又は新たに発生した事項はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気の持ち直し基調が一部に表れてきたものの、雇用環境の水準

や消費不振の影響を受け、依然として先行きの不透明な環境が続いております。　

　当社グループ関連の海外旅行業界におきましては、国内消費減速の影響を受けつつも、前年同期比の数値に関する限

りは、改善傾向を示しつつ推移しておりました。平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響で、同日以降、一時

的に旅行キャンセルの動きが強まり、当面の旅行を手控える動きが発生し、この影響を３月度において受けておりま

す。

　当社グループにおきましては、消費マインドの減退に伴う旅行需要減少の影響を受けつつも、営業利益の確保に注力

し、業績の安定に努めております。

　その結果、当第２四半期連結会計期間の営業収益は12億72百万円（前年同期比100.0％）、営業利益は30百万円（前

年同期比79.4％）、経常利益は45百万円（前年同期比113.8％）、四半期純利益は26百万円（前年同期比111.7％）と

なりました。

（２）キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益が

45百万円発生し、営業未収入金の増加30百万円、旅行前払金の減少146百万円、営業未払金の減少20百万円、旅行前受金

の減少92百万円、定期預金の払戻による収入100百万円等の要因により、当第２四半期連結会計期間末には1,991百万

円（前年同期比101.1％）となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業活動の結果得られた資金は、28百万円（前年同期比13.0％）となりました。

　これは、税金等調整前四半期純利益45百万円の発生と、営業未収入金の増加30百万円、旅行前払金の減少146百万円、

営業未払金の減少20百万円、旅行前受金の減少92百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は、113百万円（前年同期比161.9％）となりました。

　これは主に、定期預金の払戻による収入100百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、6百万円（前年同期比86.0％）となりました。

　これは配当金の支払によるものです。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

 

 

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定あるいは変更をした重要な設備の新設・除却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 147,600

計 147,600

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年５月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 36,900 36,900

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

（注）

計 36,900 36,900 － －

　（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。なお、単元株制度は採用しておりません。

　　　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年１月１日～

平成23年３月31日  
－ 36,900 － 312,000 － 175,600
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（６）【大株主の状況】

 平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 井上　利男     東京都港区  19,491  52.8

 （有）ホワイトサクセス  東京都港区白金２－７－41－402  3,960  10.7

 佐伯　剛  東京都品川区  900  2.4

 メロンバンクエヌエートリー

ティークライアントオムニバス

（常任代理人株式会社三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行）　　

 ONE MELLON BANK CENTER, PITTSBURGH,

PENNSYLVANIA U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２－７－１）

　

 725  2.0

 重田　康光  東京都港区  571  1.5

 エイアイユーインシュアランスカ

ンパニー

（常任代理人シティバンク銀行株式

会社）　

 東京都千代田区丸の内１－１－３

（東京都品川区東品川２－３－14）
 450  1.2

 鈴木　正泰     東京都三鷹市  370  1.0

（株）広美  東京都中央区築地３－９－９  360 1.0

 井上　勝仁  神奈川県川崎市中原区  360  1.0

 出口　桂太郎  東京都新宿区  300  0.8

計 －  27,487  74.5
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 36,900 36,900 －

端株   － － －

発行済株式総数 36,900 － －

総株主の議決権 － 36,900 －

 
 
②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

　 　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 

最高（円） 61,00058,00057,90061,00060,90059,800

最低（円） 54,00051,00050,10057,00056,00041,000

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から

平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,688,497 2,107,983

営業未収入金 42,493 27,638

有価証券 302,699 302,576

商品及び製品 1,856 11,588

原材料及び貯蔵品 2,194 3,201

その他 89,881 128,686

貸倒引当金 △20 △30

流動資産合計 2,127,602 2,581,646

固定資産

有形固定資産 ※1
 7,245

※1
 4,678

無形固定資産 12,489 14,274

投資その他の資産

投資有価証券 638,284 551,787

その他 513,610 529,742

投資その他の資産合計 1,151,895 1,081,529

固定資産合計 1,171,630 1,100,483

資産合計 3,299,232 3,682,129

負債の部

流動負債

営業未払金 93,081 202,213

未払法人税等 8,944 112,421

旅行前受金 617,802 796,677

賞与引当金 32,600 34,100

返品調整引当金 500 500

その他 55,768 73,316

流動負債合計 808,697 1,219,228

固定負債

退職給付引当金 68,886 66,135

固定負債合計 68,886 66,135

負債合計 877,583 1,285,363

純資産の部

株主資本

資本金 312,000 312,000

資本剰余金 175,600 175,600

利益剰余金 1,920,625 1,927,948

株主資本合計 2,408,225 2,415,548

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,001 △21,295

繰延ヘッジ損益 8,422 2,512

評価・換算差額等合計 13,424 △18,783

純資産合計 2,421,649 2,396,765

負債純資産合計 3,299,232 3,682,129

EDINET提出書類

株式会社ユーラシア旅行社(E04365)

四半期報告書

11/23



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

営業収益 2,289,600 2,409,022

営業費用 1,750,778 1,852,426

営業総利益 538,822 556,596

販売費及び一般管理費 ※1
 542,197

※1
 525,862

営業利益又は営業損失（△） △3,374 30,733

営業外収益

受取利息 3,085 3,452

受取配当金 286 244

有価証券売却益 － 8,697

為替差益 － 2,686

投資事業組合運用益 3,527 －

その他 779 965

営業外収益合計 7,678 16,046

営業外費用

為替差損 6,690 －

営業外費用合計 6,690 －

経常利益又は経常損失（△） △2,386 46,779

特別損失

固定資産除却損 － 62

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,160

特別損失合計 － 2,223

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,386 44,556

法人税、住民税及び事業税 443 6,720

法人税等調整額 △261 11,949

法人税等合計 181 18,669

少数株主損益調整前四半期純利益 － 25,886

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,568 25,886
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

営業収益 1,273,161 1,272,698

営業費用 961,262 974,977

営業総利益 311,899 297,721

販売費及び一般管理費 ※1
 273,968

※1
 267,602

営業利益 37,930 30,118

営業外収益

受取利息 1,375 1,815

有価証券売却益 － 8,697

為替差益 － 2,686

投資事業組合運用益 3,324 －

その他 319 533

営業外収益合計 5,019 13,733

営業外費用

為替差損 3,082 △1,526

営業外費用合計 3,082 △1,526

経常利益 39,867 45,377

税金等調整前四半期純利益 39,867 45,377

法人税、住民税及び事業税 206 6,537

法人税等調整額 15,517 11,882

法人税等合計 15,723 18,419

少数株主損益調整前四半期純利益 － 26,958

四半期純利益 24,143 26,958
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,386 44,556

減価償却費 3,604 4,024

賞与引当金の増減額（△は減少） 600 △1,500

返品調整引当金の増減額（△は減少） △300 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,795 2,751

受取利息及び受取配当金 △3,372 △3,696

為替差損益（△は益） 1,145 △6,341

有価証券売却損益（△は益） － △8,697

投資事業組合運用損益（△は益） △3,527 －

固定資産除却損 － 62

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,160

営業未収入金の増減額（△は増加） △9,895 △14,854

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,429 10,739

旅行前払金の増減額（△は増加） △43,022 42,187

未収消費税等の増減額（△は増加） △34 △2,886

その他の資産の増減額（△は増加） △78 △5,573

営業未払金の増減額（△は減少） △75,802 △109,131

旅行前受金の増減額（△は減少） 62,989 △178,875

その他の負債の増減額（△は減少） △11,015 △18,572

小計 △71,871 △243,646

利息及び配当金の受取額 3,593 3,813

法人税等の支払額 △62,640 △109,197

営業活動によるキャッシュ・フロー △130,918 △349,030

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △3,127 △4,850

無形固定資産の取得による支出 △600 －

投資有価証券の取得による支出 △30,002 △50,000

投資有価証券の売却による収入 － 15,681

投資有価証券の払戻による収入 107,918 865

保険積立金の積立による支出 △5,175 △5,175

投資活動によるキャッシュ・フロー 69,012 56,521

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △33,089 △33,194

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,089 △33,194

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,145 6,341

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △96,141 △319,362

現金及び現金同等物の期首残高 2,064,782 2,310,559

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,968,640

※1
 1,991,196
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　資産除去債務に関する会計基準の適用 

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しておりま

す。

　　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が18千円減少し、税金等調整前四半期純利益が2,179千

円減少しております。　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書関係） 

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改

正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益

調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書関係） 

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改

正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益

調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

22,542千円

 ※１有形固定資産の減価償却累計額

21,539千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

 ※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額  ※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

給与手当 254,887千円

賞与引当金繰入額 26,765千円

退職給付費用 4,975千円

給与手当 248,503千円

賞与引当金繰入額 29,287千円

退職給付費用 4,081千円

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

 ※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額  ※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

給与手当 126,377千円

広告宣伝費 47,111千円

賞与引当金繰入額 13,829千円

退職給付費用 2,452千円

給与手当 123,125千円

広告宣伝費 44,729千円

賞与引当金繰入額 14,594千円

退職給付費用 2,007千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,766,196千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　

有価証券勘定

△100,000千円

302,443千円　

現金及び現金同等物 1,968,640千円

現金及び預金勘定 1,688,497千円

　

有価証券勘定

 

302,699千円　

現金及び現金同等物 1,991,196千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　

平成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 　普通株式　36,900株

 

２．自己株式の種類及び株式数

 　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

 　該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

 （１）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配当額

（円）
基準日  効力発生日

 平成22年12月22日

 定時株主総会 
普通株式  33,210 利益剰余金 900 平成22年９月30日平成22年12月24日 

 （２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

 　　　期間末後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配当額

（円）
基準日  効力発生日

 平成23年５月２日

 取締役会 
普通株式  33,210 利益剰余金 900 平成23年３月31日平成23年６月10日 

 

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間において、当社グループは、海外旅行及びこれに関連する旅行傷害保険等のサービス

を行う旅行業として、同一セグメントに従事しており、当該事業以外に事業種類がないため該当事項はありませ

ん。 

 

 

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間において、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がな

いため該当事項はありません。 

 

 

【海外売上高】

　前第２四半期連結累計期間において、海外営業収益がないため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　当社グループは、海外旅行及びこれに関連する旅行傷害保険等のサービスを行う旅行業を営んでおり、単一セグ

メントであるため記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しています。

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。　 

  

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　デリバティブ取引の契約額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。 

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 65,627.35円 １株当たり純資産額 64,952.99円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △69.60円 １株当たり四半期純利益金額 701.54円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失であり、かつ、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額         

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △2,568 25,886

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△2,568 25,886

期中平均株式数（株） 36,900 36,900

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 654.29円 １株当たり四半期純利益金額 730.57円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 24,143 26,958

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 24,143 26,958

期中平均株式数（株） 36,900 36,900
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

 

────────

  

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

　平成23年５月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……33,210千円

（ロ）１株当たりの金額…………………900円

　（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月12日

株式会社ユーラシア旅行社

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩田　亘人　　印

 業務執行社員  公認会計士 熊谷　康司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーラシア

旅行社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から

平成22年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーラシア旅行社及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年５月11日

株式会社ユーラシア旅行社

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩田　亘人　　印

 業務執行社員  公認会計士 熊谷　康司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーラシア

旅行社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から

平成23年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーラシア旅行社及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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